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中央道諏訪南インターチェンジ県道取

付用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査

報告書 昭和目も年度

1. 発掘調査の動機

本報告に劉る発掘調査は、首題K掲げた如く、中央選c諏紡南インターチ aンジ建設にibたP、インターチ aンジ

と県道白取付けKよって埋蔵文化財む包蔵地で畠る御射山南遺跡。一部が破損される由で、事前民発掘調査して記録

保存する事業である。

発掘調査は、長野県よb委託を受け富士見町教育委員が調査団を編成して実施した。関査団は、富士見町教育委員
全

会白武藤雄大が担当し、前年IC実施された中央選遺跡調査白事実上白延長で毒る、という調査@性格から、調査員及

び発掘人夫等も、そ申主旨Kそって依頼選定した。

2. 遺跡の立地及び環境

御射山南遺跡は、諏訪大社上社。上白御射山と呼ばれる御射山社。境内白下方IC位置し、つい最近まで赤松世主体
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とする山林で晶った。

己申事た b は、 八ク岳火山列自噴出活動~C よヲて形成された泥流堆積物を主体とする基盤D上K上 ・ 中・下部D三

段階。ローム層が増積した扇状地状白地形と立っている。

遺跡は、 Eうし克扇状地状を示す裾野を手洗沢が南を唐渡沢川が北を尉折して出来た帯状D台地を占め、なかでも

台地がわずか花削 P取られ世周辺が捜厚在舟布を示し、 他は極めて稀薄で~る。また、 現河床面からむ比高差も大き

く20m以上であって遺跡C立地としては好条件とは言えない。

遺跡白性格は、縄文時代早期 ・中期 ・後期D造物散布地でるT.豆、それぞれ由時期目耕地としても有力であ勺克

ょうである。

3. 発掘調査の経過

調査は、昭和54年7月 17日から 28日まで'"12日聞を要した。そ白うち、 17 日は第 2 図 ~C示した通 P 、 B区在

主体記して、 A.B53，から 79まで10208m2、 L.M54から 79まで1D2日8m2 骨よび、 62・63白A-P+A区IDW

-yまでo120 m2 、 74・75IDA-M+A区IDV-YまでID104 ri 、総書十640ri Kわ克 t4x4mID発鍋グリヲ

ド40を設定した。

グリッド殴定K先立ち全面にわた勺て草刈bを行勺先後陀、前年。調査グリッドと D筒整Dため白測量士実施して

杭打ちに移った。



引続いて 18日-2日固まで<1)3日聞を要して設定した発掘区域内D表土刺曹を行う。表土事lぎは、バッタホーを使

用した。まず、小木名、よび草根白多い地表下旬岨を剥き・取P、引続hて松根など大木白根掘Pを遺構や遺物を破損

し左いように極めて慎重を期しつつ実施した。そ白結果、表士事lぎKは重機代が余舟にかか勺たが後続する手掘P白

調査が極めて順調忙短期間由うちに終らせるととが出来た。

手掘b調査は、 23日から 27日まで実施し、黒色土層まで白調査を 1五5グリット¥回ーム面まで白精査を 26.5グ

リッド実施するととができた。

しかし、賞用。関係からロ ムマウンドD一部が完掘でき在かった。

4 遺構

発掘Kよって発見した遺構は、ロームマウンド 8基だけであった。

N~ 1マウンドは線石を伴う最も典型的で大形であゥた。第 5図(1)白右上 ・第 4図左下、中央自マクンドは逆三角

形を示し、下部ほど粒子が荒〈上部はさらさらしていた。周辺D貫入黒色土はマウンドを支える如く貫入し腐棟度告

が高か勺た。明らかに典型的主堆肥製造土棋で畠る。 No1マウンドに付属ナる小マウ Y ド状白田みは、ローム申K

腐植が混入し、かつ、凹みB底部K"J、穴が存在して大樹D倒伏による産物であるととが明確で'"ったロとむようなマ

ウンド状凹みは調査区域内K多数存在しえが、遺構では在いDで記録し在かった。第4図左上

N~ 2マクンド マウンドむロ ムがやや変形し、再利用D状態が良〈判別でき走。

(3) 



(4) 

N" 3・4マタンド いずれも土拡応対しマウンドが少さく No 2 マムンドと同じく再利用マクンドで~った。

N" 5マウンド とれは小形で畠b土拡P凹みがゆるく小穴 ζそ存在しまかったが、ζ とによると大樹白倒伏穴か

もしれない。

N" 6マワンド 全貌を知P得なかったが、再利用マクンドであるととは確かであ勺た。

N" 7・8マウンド 重複するマウンドで類例は少ない。 No7が古(No 8が新しい。点列D節舟は掻出し口であ

ろう。

古車土壮 焼土枇は 1個所るった。径五ocm~1事 さる.... 5 cm eJ円形でロ ーム面上 5..... 10 cm <D褐色移行濁申 ~C宥了、

早期K属するととが判明した。周辺K石はなく草根類を焼却した痕跡であろう。

粘土塊 粘土塊はロ ムを掘凹めた小穴中陀遺存していた。己申粘土塊は中央部は宏っていなかったが、周辺部は

ロ ム中D鉄介が詑着し褐鉄鉱化が進んでいた。早期D産物で事ろう。

断層 断層はすでに昨年白調査で判明していた由で、そD追究は簡単であった。

ほほ南北K延び用地境付近で消載していた。したが勺て南程段差が大きく 30-40 cm~遣し摩差巾も大きかった。

と D断層は、泥流堆積物D上面が南方 ~C向ヲて摩れたために発生したもむで、 そむ規模と範囲拡極めて小古く、芦

大*差は 1-2m程度であった己とが地層調査申結果判明した。

5. 造物



発見した遺物は総計 50点であ勺た。そ白うち土器は 31点、石器は原石を含め 19点と在勺ている。

31点目土縛白内訳は、早期 7点 ・中期 4点 ・後期 20点白割合である。それから後期目土器はほぼ万辺在〈発見さ

れ、早期は比較的集中し、中期Dそれは 1個所陀集中していた。

31点目土器Dなかから主主も <D12点在摘出して若干白考察を加えてみる ζとにしよう。

早期白土器は 4 点が撚晶文で 5 点が無文で~った。撚糸文D施文された土器は、いずれも胴部または下胸部。破片

で黄褐色、赤褐色を呈し焼成は良好で岳勺た。需主白土器は、茶褐色を呈し底都民近い破片で~る。とれらD土器は

早期でも前半K属し押型文土器~(先行するも Dであろう。第 6 図左列

中期目土器は 5点在図示した。内、 418は櫛形文土器白下腕部であ b、他<D2点は探鉢白胸部白破片で、いずれも

井戸尻工式期D土器である。第 6図中列

後期目土器拡褐黒色を呈し、結縄文在どD施主むある破片は研磨されたも田が多く口録部D破片で岳る。しかし、

そ自主体を占める紫文白破片は研磨されず胴部または下胸部。破片であった。とれらは、いずれも後期初頭色調ノ内

E式土器であゥた。第 6図右列

石器は 19点白内から 8点を摘出して図示した。 449は黒曜石白石骸石器である。早期D穂摘具であろう。 40日は

頁岩製自諸刃型石器で撮みがあり 、石ヒK相当する形態を呈すが、石ヒとは異P直行する桝を付けた利器か、それと

も投槍状白狩猟具左目か判然と しま柄。後期陀所属するも自であろう。 410は玄武岩製白石ヒで阜期D除草具であろ

う。 404は輝石安岩製白凹石で片面花田み白ある中期白石器である。 4日8・412・444白5点は輝石安山岩製D磨

石で、 444以外は片面だけが庖面となっている。 4日るは輝石安山岩製D平坂状石臼である。 t.<D石器}[は 408・4H

恒j



(均

など D磨石がセァトされて石臼と竜b早期目調整具である。

6. 結語

今年度目調査は、発姻主体が変っても遺跡は同じ御射山南遺跡を調査したDであって、昨年度に引続いた一連白も

白である。したがって本来、そり報告書も分離して作成するとと自体不自然で曇る。しかし、契約Kよる経費目出所

が異るため不本意在がら一応報告書として極める己とf亡した白である。

したがって詳細在部舟陀ついては、新た在機会を得て報告するととにしたい。

付

1 地形図 : 50.000 

Z 発掘区D設定図

五 遺構と遺物発見地点5葉

4 遺構と発掘風景

図

E 石器実測図

6. 土器拓本

1表遺物台帳
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